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ジオ テ キス タイル を用い た補強土擁壁 の 実物大崩壊実験

　建設分野 に お ける 新材料 の一つ と し て ， ジ オ テ キ ス タ イ

ル が注 目を浴び て い る こ と は よ く知 られ て い る。近年に な

っ て我が国に お い て も，ジオ テ キ ス タ イ ル の 土構造物へ の

新 しい 利用技術 の 開発 とそ の 合理的な設計 ・施 工法の 確立

に 向けて の 調査 ・研究 が 各方面 で 盛 ん に 行わ れ て い る 。

　建設省土木研究所 で は ，民間 18機関 と共同 で 「ジ オ テ キ

ス タイル の 土中で の 挙動 とその 効果 に関す る研究」 を昭和

60年度 か ら実施 して い る。こ の 共同研究 は，以 下 に示 す課

題 で構成され て い る。

　 A ．ジオ テ キ ス タ イ ル 用土質試験機 の 開発

　 B ．土 中の ジ オ テ キ ス タイ ル の 工 学的特性 に 関す る研究

　 C ．ジ オ テ キ ス タ イ ル の 土中 の 変形挙動 に 関す る 研究

　 D ．ジ オテ キ ス タイル を用 い た土構造物 の 補強効果に 関

　　す る 研究

　課題 D の 中で 「ジオ テ キ ス タイ ル を用 い た補強土擁壁」

を研究対象に取 り上げて い る グル
ープ （土木研究所施工 研

究室 ， 住友建設 ， 鉄建建設） で は ， そ の 補強 メ カ ニ ズ ム を

調 べ る た め に，実物大 の 補強土擁壁 の 崩壊実験を行 っ た。

こ こ で い う補強土擁壁 と は，後に示 すよ うな 垂直壁面をも

っ 補強盛土で あ る 。

　 昨年 12月か ら本年 1 月に か けて 土木研究所構内で 実施 さ

れ た実験 は ，

　   　高 さ 4m の 実物大 の 供試体 を崩壊 させ た こ と，

　   　補強材 （ジオ テ キ ス タ イル ）を土中で切断する こ と

　　 に よ っ て 自重崩壊 を 生 じ させ る とい う新しい 実験 手 法

　　 を用い た こ と ，

が大き な特徴 で あ る 。 以下本実験 の 概要 を紹介す る こ とに

す る 。

↑． 実験 の 目的

　ジ オ テ キ ス タイ ル の 敷設長 ・敷設間隔の 合理 的 な決定方

法を明らか にする た め に は ， 補強土擁壁が安定を保ち うる

限 界 の 敷設条件を知 っ て お くこ と が必 要 で あ る 。 本実験 は ，

補強土擁壁 が安定を 保つ た め の ジ オ テ キ ス タイ ル の 最小長

さお よび そ の 時の 破壊形態を調 べ る こ と を目的と したもの

で あ る 。

2． 供試体の寸法 ・形状

　深さ 4　 m ，幅8m ，長さ15m の 実験 ピ ッ ト内 に ， 図
一 1，

口絵 写 真一 1に 示すよ うな高さ 4m ， 幅 8m の 供試体 を作

成した 。 ジオ テ キ ス タイ ル は 上下間隔 1m で 4 段敷設 した。

ジ オ テ キ ス タイ ル の 敷設長 は ， 補強土擁壁が十分 に安定を

保 ち うる長 さ と し ， 上段 か ら5．9m ， 5．3m ，4．7m ，4．1m

9b

図一1　供試体の 形状 。寸法

』

（a ）配　 線

　　　 （b） ニ クロ ム綜の取付け状況

図一2 土 中 で の ポ リマ ーグ リッ ドの 切断方法

邏 看｝

と した e 壁 面 は ベ ニ ヤ合板 で 作 られ た 簡易な もの で ， ジ オ

テ キ ス タ イ ル と接続され て い る 。 盛土材 は 川砂 を使用 し ，

特に締固め を行わ ず に 盛土 を作 成 し た （乾燥密度 1・6t！mS ，

土 と基 礎， 35−−4 （351）
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　 口絵写真一2の地表
A にみ られるクラッ ク

図一3　ポ リマ ーグ リ ッ ドの 切 断位置 と崩壊面

含水比 6％前後）。

　本実験は ， ジオ テ キ ス タイ ル と して ポ リマ ー
グ リ ッ ドを

用い た場合と樹脂 ネ ッ トを用 い た場合 の 2 ケr ス に つ い て

行っ た が i こ こ で は ポ リマ
ーグリツ ドを用い たケース を紹

介す る 。

3．　 ジオ テ キス タイ ル の切断方法

　本実験め特徴 は ， 敷設 した ジオ テ キ ス タ イル を土中で切

断す る とい う点に あ る。本実験 で採用 した 切断 方法は ， ポ

リマ ーグ リ ッ ド （あ るい は ネ ッ ト）に あ らか じめ ニ ク ロ ム

線 （電熱線）を巻き付けて お き， 必要な箇所 に 電気を通 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ ユ
ース

で加熱し ， 熱的に ポリマ ーグ リ ッ ドを溶断する もの で あ る 。

図一 2 に切断方法 の 概要を示す。

4． 実 験 結 果

　今回 の 実験 で は ， 図一 3 に 示す順序で ポ リマ ーグ リ ッ ド

の 切断 を行 っ た 。 こ の 切断パ タ・・‘一
ン は，あ らか じめ 想定 し

た主働崩壊面 （水平 か ら 60
°
）に で き るだけ平行 に ， か っ

盛土 の 奥部か ら 切断す る もの で あ る。実験 で 観測 され た 現

象を概略的 に ま と め る と以下 の とお りで あ る。

　 i）   〜  を切断 して も大き な変化 はみ られ なか っ た。

　 i）   を切断 し た 段階で 図
一3中の A 点 に ク ラ ッ ク が発

　　生 した 。

　 直）   を切断した 段階で A 点の ク ラ ッ ク が大 き くな り，

　　壁面 も大きく押 し 出 された 。

　 iv）   を切断 した段階 で 補強土擁壁 が 崩壊 し た。崩壊 の

　　模様 を 口絵写 真一2〜 7 に示 す。こ の 時 の 崩壊 面 は，

　　図
一 3中に 示 した 位置 に 生 じた 。

　実物大の 盛土を用い た珍 し い 崩壊実験とい うこ とで ，実

験 の 概要 を本 二 ＝ ・・一ス 欄で 紹介 させ て い た だ い た。こ の 実

験 で は ， 盛土の 施 工 段階 お よ びジオ テ キ ス タイル 切断時の

土留め板 の 変位 とジオ テ キ ス タイ ル の ひ ず み の 計測 も行 っ

て お り，
こ れ ら の データーを含め た実験 の 結果 に つ い て は

第22回土質工 学研究発表会 の ポ ス ター
セ ッ シ ョ ン に て 発表

の 予定 で あ る 。

（文責 ： 見波　潔　建設省土木研究所施 工研究室）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿 受理 　1987．2．27）
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国際会議の お知 らせ

　第 5回tr−一ス トラリ ア ニ ュ
ージーラン ド地質工 孛会議

名 称 ：診ifth　 Australia−New 　 Zealand　 Conference 、　on

　　　　¢ 戸pme φ anic ・

期 日〔：
「
1988年 8 月箆〜26日

場 所 ： オース トラリア ， シ ドニ ー

標記 の 会齢 地下zt〈t 地下臨 土 お よ謡 の 斜面安

定，掘削時 の 挙動 予 測，土の 上 の 基礎，破壊 一
予測能力 の

尺 度， 軟弱 な岩お よび節理性の 岩の 力学， 採掘 に よ る 沈下，

地盤ゐ応力 と変位，岩の 上 の 基礎，
’
土質お よ び 地質試験，

地 震 と振動 を主 要 テ
ー

マ と し て 開催され ま す。論文 の 応募

を希望され る 方は ， 1987年 6月30日 まで に ， 300語以内の

英文概要 と関連す るテ ーマ 名 を下 記 宛 お送 り下 さ い
。 なお ，

予測 と計測値の 比較を行う2 種の ケー
ス ヒ ス ト リー予測 セ

v シ ョ ン も同時に開か れ ま す が，ケ ー
ス ヒ ス ト リ

ー
に 関す．

る情報は 希望 者 に 後 目 配付 され る 予定 で す。

申込 み 先 ：The 　Conference　Manager

　　　　　Fifth　Australia・New 　 Zealand　 Conference　 on

　 　 　 　 　Geomechanics

　　　　　The　Institution　of 　Engineers
，
　Australia

　 　 　 　 　 ll　National　Ci「cuit

　　　　　Barton
，
　ACT 　2600
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